矢のたとえ
イエスは、複雑な霊的概念を、現実的で理解しやすい形で教えるために、しばしばたとえ話を用いました。このミニブックでは、この方法を借りて、「矢のたとえ」を皆さんと分かち合いたいと思います。これは、矢と教会を比較するためのたとえです。矢は古くからある、効果的な発明です。創世記27章で、イサクは息子エサウに、「......あなたの矢筒と弓を取り、野に出て、私のために獲物を狩ってきなさい」と言いました。ですから、矢と弓による狩猟は、人類の最も初期の狩猟道具の一つです。
矢の構造
狩猟用の矢の外観とデザインを想像してみてください。それは見事に手作りされ、軽く、持ち運びやすく、デザインもシンプルです。
1. 鏃は矢の先端であり、かみそりのように鋭く、敵や獲物にとって致命的です。優れた弓猟師なら、必要であれば、たった一本の矢で体重1:000ポンドの動物を倒すことができます。
1. 矢柄は矢に重さと貫通力を与えます。標的に接触するのは鏃ですが、矢が貫通する力を与えるのは矢柄の重さです。矢柄は杉のような木で作ることもできますが、現代の矢柄にはアルミニウムやグラファイトが使われます。
1. さらに「羽根」があります。これは矢の後端、つまり矢を弦に差し込む切れ込み、またはノックのすぐ前にある羽根の集まりを指します。これらの羽根（今日ではプラスチック製）は、矢に回転と転がりを与え、標的に向かわせ続けるため、非常に重要です。矢が放たれると、矢柄は「しなり」始めます。羽根はこの動きを止め、矢を「回転」運動へと導きます。それによって矢はより早くまっすぐ進むようになり、標的へより遠く、より正確に飛んでいきます。羽根によって与えられる回転運動がなければ、矢はあらゆる方向へ無秩序に飛んでいくでしょう。
弓猟師が成功するためには、まっすぐ正確に飛ぶ矢を使わなければなりません。そのためには、それぞれの矢に次のものが必要です。
· 硬く鋭い先端。
· 強く滑らかな矢柄。
· 適切に配置された矢羽根。
矢印と教会
教会は、矢とその働きにたとえることができます。
1. 説教者、教師、執事、奉仕の指導者、宣教師、支援スタッフ――これらは教会の実働部隊であり、矢の先端のようなものです。彼らは、この世に教会を設立し、建て上げる働きにおいて、資格を備え、特別に訓練され、任命された指導者たちです。
1. 聖徒たちの集まりは、この働きを続けるための力、支援、資源を提供します。聖徒たちは矢柄のようなものであり、重さと力を供給して、霊的な弾頭を、暗く失われた世界という標的に向かって突き進ませ、光の爆発を起こすのです。矢は命中すると死をもたらします。教会は命中するといのちをもたらします。
1. 長老たちは矢羽、すなわち羽根です。彼らは、使命全体にバランス、方向性、安定性を与えます。
矢のように、教会はそのすべての部分が本来の位置にあり、良好な状態にあるとき、非常に効果的です。
飛ばない矢
さて、矢について言えることは、矢はあまり融通が利かないということです。すべてが「ちょうどよく」なっていなければ、矢は機能しません。弓猟をする人たちによれば、弓の扱いに長けた人なら、悪い矢でも飛ばすことができるかもしれませんが、矢が正しく機能するためには、通常、すべてがちょうどよくなっていなければなりません。例えば：
1. 先端のない矢は遠くまで飛び、まっすぐ正確に進むことができても、標的に当たったときには何もすることができません。
1. あるいは、先端と矢羽根があっても、矢柄が短すぎる矢なら、先端は致命的であっても、これほど短い矢柄では、通常の弓を使って遠くへ、また速く飛ばすことはできません。
1. 先端と矢柄はあっても、羽根が傷んでいる、さらに悪いことには、なくなっている矢はどうでしょうか。この矢は安定性も正確さもないため危険です。
矢はすべての部分が完全な状態で、正しく配置されていなくても、依然として矢ではあります。しかし、それらは飛ばない矢です。矢として効果がなく、危険になることもあります！
飛ばない教会
これは矢と教会を比較したものです。教会が効果的に機能するためには、そのすべての部分が働いていなければなりません。例えば：
1. 教会の実務を担う人々は、実務を遂行しなければなりません。説教者、執事、そして奉仕を導くその他の人々は、効果的であるために、自分たちの務めに集中し続け、鋭敏で献身的であり続けなければなりません。奉仕のために報酬を受けている人々は、私たちの共同の働きのまさに先頭に立つ必要があります。彼らは最も鋭い先端にいるのです。彼らは、新しい可能性、新しい目標、新しい地平、そしてまだ触れられていない収穫の畑を、最初に見いだす必要があります。彼らがこのように前を見ていることを私たちが批判するなら、それは、矢柄や羽根ではなく、矢じりが最初に標的に接触することに腹を立てるようなものです。奉仕の指導者たちが会衆の他の人々よりもビジョンと信仰に乏しい教会には、天の助けが必要です。
1. 会衆全体は、奉仕の働きを支える必要があります。誰もが奉仕における指導的な役割を担っているわけではなく、誰もが奉仕のために報酬を受けているわけでもありません。しかし、すべての人が何らかの形で奉仕し、仕えています。会衆は矢の矢柄のようなものです。それは最も大きな部分です。矢じりを標的へと押し進めるための支えと力を与えます。私たちは、この教会における奉仕の全体的な働きに協力し、支えるという自分の役割を果たす会員を必要としています。会員の一人が働きをやめたり、教会の働きを助け、励ますためにできることをしなかったりするたびに、私たちは機能する力をますます失っていきます。それは、矢の矢柄を短くするようなものです。矢柄の半分が失われた矢を想像してみてください。それでも矢ではありますが、遠くまで飛ぶことも、大きな損害を与えることもありません。同じように、奉仕の指導者たちが会衆からほとんど関与も支援も受けずに働いている教会も、依然として教会ではあります。しかし、地域社会と世界に福音を伝えるという使命を果たすうえで、あまり効果的ではありません。
1. 最後に、教会がその召しに忠実であり、主に対して忠実であり続けるためには、良い羊飼いを持たなければなりません。羊飼い、すなわち長老たちは、敬虔な人格、模範、そして関与をもって導かなければなりません。そうでなければ、教会全体が落胆し、均衡を失います。弓猟をする人なら誰でも、羽根が擦り切れていたり、欠けていたりすると、射撃の正確さが著しく損なわれると言うでしょう。矢は最終的には何かに当たるかもしれません。しかし、すべての羽根が所定の位置にあり、正しく配置されていなければ、家で鹿肉のステーキを食べる代わりに、逃した獲物の話をすることになるでしょう。矢の矢羽根と同じように、指導者たちへの教訓は、彼らの側に少しでもずれや怠りがあると、体全体を前から後ろまで狂わせるのに十分だということです。長老たちとその家族が何をするか、あるいは何を怠るか、そしてそれをどのように行うかは、会衆のすべての会員に直接影響を及ぼします。
要約
イエスは、ご自分のたとえを聞いていた人々に、「聞く耳のある者は聞きなさい」と言われました。ルカ14:35。主が意味しておられたのは、私が教えていること、つまりそのたとえが何を意味しているのかを理解したなら、その言っているとおりに行うか、その警告に注意しなさい、ということでした。それは、主が聴衆に応答を求めるための方法でした。さて、私はこの小さな「矢のたとえ」を、同じ呼びかけをもって終えたいと思います。私が言っていることが何らかの形で自分に当てはまると理解する人は、注意してください。私がこれを言うのには理由があるからです。
· 教会という矢の実務的な先端部分が鈍くなり、気を散らされることのないようにしましょう。落胆したときには、なぜ、また誰のために仕えているのかを思い出しましょう。
· 会衆という矢柄の部分が、牧師たちが教会に担わせた働きの重荷を運ぶには短すぎるものにならないようにしましょう。
· 羽根が一枚も欠けていたり、あまりにほつれたり擦り切れたりして、十分に効果を発揮できなくなったりしないようにしましょう。
